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環境負荷の概要

＊1 環境側面とは、事業活動などにおいて、環境に影響を与える原因となるものを言います。
 例えば、原料、電力、用水の使用や排出ガス、排水などがあります。
＊2 ここでのガスは都市ガスを言います。
＊3 OUTPUTのカレットは、工場内で発生したもので、すべてを原料として再使用しています。
＊4 排水は、工程内で循環使用する際の蒸散などにより上記の数値になっています。

＊5 ここでのガスは、プロパンガスを言います。
＊6 プリフォームとは、ＰＥＴボトルを成形するための中間成形品を言います。

注） エネルギー、及びCO2の算出に用いる係数は、比較を容易にするため、当社ガラスびんカンパニーと
 同じ値に変更しました。

環境側面＊１　１．ガラスびん関係環境負荷の概要（２０10年度実績）

原　料

排水＊4

156,000m3
貨物輸送

CO2：19,354t

ガラスびん製品量
479,157 t

珪砂：
ソーダ灰：
石灰石：
カレット：

116,884 t
30,105 t
30,896 t
465,238 t

大気への排出

CO2：
SOx：
NOx：
ばいじん：

310,448 t
393 t
1,016 t
18 t

エネルギー、用水

重油：
電力：
ガス＊２：
用水：

6,650
172,172
86,252
532,595

kl
MWh
km3
m3

カレット＊3

＜循環＞
140,670t

ガラスびんカンパニー プラスチックカンパニー
環境側面　2．プラスチック関係環境負荷の概要（２０10年度実績）

原　料

樹脂：26,005 t

エネルギー、用水

電力：
ガス＊5：
用水：

81,883
47,456
98,635

MWh
kg
m3

排水
4,496m3

大気への排出
CO2：31,258t

貨物輸送
CO2：4,535t

プラスチック製品量
26,800 t

樹脂を射出成形機で溶かし、圧力をかけて金型
に流し込み、冷却後、取り出してプリフォーム＊6が
完成します。




